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俣落上村満彦さん(23歳）将来の目標に向かって忙しい毎日の清彦さ人

将
来
、
家
業
で
あ
る
農
家
は
継
ぐ
つ

も
り
で
し
た
が
、
そ
の
前
に
色
々
な
絲

験
を
し
た
い
と
思
い
、
Ｈ
衛
隊
へ
の
道

へ
。
：
□

こ
こ
で
の
二
年
間
は
、
厳
し
い
訓
練

を
体
験
し
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な

っ
た
と
話
す
満
彦
さ
ん
。

ま
た
、
そ
の
自
術
隊
員
と
し
て
働
く

叩
北
海
道
立
農
業
大
学
校
へ
の
進
学

を
決
め
、
仕
事
と
試
験
の
両
立
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
試
練
を
乗
り
越
え

そ
の
結
果
み
ご
し
｜
試
験
に
合
格
し
、
新

た
な
る
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
、
農

業
へ
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
な
が
ら
、

農
家
へ
一
ヵ
月
実
習
に
入
り
、
視
野
を

麿
げ
た
よ
う
で
す
。

今
月
の
ス
タ
ー
は
、
俣
落
地
区
で
五

卜
｜
稀
の
経
営
町
禎
に
、
乳
牛
約
行
川

十
頭
を
飼
養
す
る
酪
農
専
業
農
家
、
ｋ

村
弘
志
さ
ん
の
後
継
者
・
満
彦
さ
ん
で

・
す
。彼
は
四
人
兄
弟
の
長
男
で
俣
藩
小
中

学
校
、
中
標
津
高
校
へ
と
進
み
、
卒
業

後
、
除
上
自
衛
隊
（
帯
広
駐
屯
地
）
へ

勤
務
し
た
そ
う
で
す
。

Ⅱ
設
備
庭
鑿
鼠

葎､ｂ

念
な
Ⅲ
継
ぎ
（
抗
牝
物
質
使
用
の
打
無
、

乳
一
〃
炎
罹
患
小
の
作
在
、
飼
料
の
一
分
敗

な
ど
）
と
確
覧
な
作
業
穴
ル
ク
の
脱

皮
チ
ェ
ッ
ク
、
洲
巖
の
徹
底
、
↑
に
よ

る
事
故
．
作
業
時
川
の
厳
守
な
ど
）
か
必

襲
と
さ
れ
る
仕
事
で
あ
り
、
酪
農
家
の

生
橘
に
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す

た
め
に
も
貴
重
な
人
筒
（
で
す
。

ま
た
、
川
動
Ⅲ
数
６
噸
え
は
じ
め
、

「
大
変
忙
し
い
日
々
で
す
が
、
そ
の
反

面
、
各
農
家
へ
行
き
作
業
手
順
、
技
術
、

環
境
な
ど
学
ぶ
事
が
あ
り
、
大
変
勉
強

に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
協
青
年
部
に
も
席
を
置
き

各
活
動
を
通
し
、
青
年
祁
貝
や
、
地
域

住
民
、
各
剛
体
な
ど
と
め
交
流
を
深
め

へ１Ｋ務と１Fでしを
ル仁のｉｉＭｉにあ、感し
パ川脊彦励る１１１じか
｜動年さむ弘標たし
業しへん姉志瀧の、
瀞、ルは「１さにかり１１
コiilドハ今でんも、実
利鵬１、すめど一少
川IiiとｉＷｆ゜織るイ|包学
組でし農え決で業
ｲ＋、てへの断学と
典貨|ＩＩＪル６を業の
と征｜ﾉﾘﾊﾟとしを｜欄
のあ行’、、断た
入る地業仕父念ｌ）

艤
繧
耀
胖
Ⅲ

役室､

て
い
ま
す
ｃ

彼
は
今
、
家
族
の
期
緋
を
優
け
て
、

家
族
と
詔
し
へ
い
な
か
ら
、
将
来
は
「
設

備
を
終
え
、
酪
農
を
し
や
す
い
環
境
に
」

と
話
す
櫛
彦
さ
ん
で
す
。

､ 
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第27回中標津町農協ホルスタイン共進会一一

第
二
十
七
回
中
標
津
町
農
協
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
並
び
に
第
八
回
種
馬
共

進
会
が
六
月
十
一
日
、
ホ
ク
レ
ン
根
室

地
区
家
畜
市
場
共
進
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

農
協
単
位
で
は
令
川
・
の
規
模
と
い

わ
れ
る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
止
進
会
に
は
、

、
二
ｌ
几
頭
の
乳
牛
が
出
川
川
と
な
り
ま

し
た
。

審
査
員
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
で

も
審
賓
を
行
な
っ
て
い
る
荒
木
敏
彦
氏

（
Ｊ
・
Ｈ
・
Ｂ
．
Ｓ
）
、
が
あ
た
り
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
か
つ
的
確
に
、
講
評
も
観
戦
荷
を
納

得
さ
せ
る
審
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
デ
ー
リ
ィ
ク
ィ
ー
ン
に
は
佃
嶋

炎
任
さ
ん
（
農
協
管
皿
電
算
課
『
机
沢

Ⅱ
｜
喬
さ
ん
（
Ａ
コ
ー
プ
）
が
あ
た
り
、

シ
ョ
ウ
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

当
Ⅱ
は
曇
り
空
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

町
内
は
も
と
よ
り
、
管
内
か
ら
も
各
種

汁

原画、 Ｉ
菖

Ｉｌｌｒｉｌ落点二輝俵ぞブにンクン一愛
位ｌ‐地＜点き橘地れロはクリピな鳳好
と八｜Ｚ武豈、地区栄｜、ルツオおの家
な点一住節以Ⅸ別誉力久号ジン審盛が
り＜二地＝｜〈が|訓］に｜係、スに杏I）」'Ｌ
まＥｌ１１ｒＴ区俣’'’二体輝liillIジ桜の上物
しＩ暁一二一落標１７賞きス氏ユジナト結がに
た地点-2地ｉｌｋｌ１ＬＩにまイ出ニヤ雫果リ誌
。’え＜面区地｝はし｜，『，アスー、がめ
＿開三一｜え几￣たトのチミ氏グあか
１ｴ「腸トー.－点十.U‐ポヤン出ラＩ）け
－１山人[『｢二で年が|ﾝ,},『iﾝまて
点区点ljLlirr-ぶ、テピトのドしお
－－ヌー1.｜几｜位ｌ）そ｜オウオチたり
のlfT侯三十にに北ジンイ１ヤ。、
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催の志共
さ協会進好
れ力へ会

まを会の（

P目､

ホ
ク
レ
ン
、
農
協
が
支
援
し
同
志
会

が
自
主
的
に
共
進
会
場
を
新
装
整
術
し

た
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
例
年
よ
り
出
脳

頭
数
も
多
く
、
審
査
員
も
事
務
局
も
大

わ
ら
わ
の
一
Ⅱ
で
し
た
。
ま
た
、
出
脳
馬

の
中
に
は
、
た
て
髪
を
き
れ
い
に
編
ん

だ
馬
や
、
ミ
ニ
ボ
ニ
ー
が
共
進
会
場
で

人
気
の
的
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
｜
般

参
観
満
も
多
く
「
う
ち
で
も
一
頭
く
ら

い
飼
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
人
も
い
て
、

馬
産
振
興
に
も
一
役
買
っ
た
共
進
会
で

し
た
。

審
査
は
、
笹
田
文
章
主
査
（
根
室
籠

産
連
）
に
よ
り
第
一
部
の
一
般
馬
二
才

ク
ラ
ス
か
ら
第
几
部
ポ
ニ
ー
種
ま
で
行

な
わ
れ
た
あ
と
、
各
部
一
等
賞
入
賞
馬

の
巾
‐
か
ら
最
高
位
賞
の
決
定
が
あ
り
、

今
年
の
最
高
位
に
は
、
一
般
馬
川
才
ク

ラ
ス
の
「
辰
美
姫
」
号
（
所
有
者
・
大
川

隆
夫
）
が
、
準
最
高
位
に
は
、
一
般
馬

二
才
ク
ラ
ス
か
ら
「
栄
高
」
号
（
所
有

者
・
若
森
拓
栄
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
栄
誉

を
受
け
ま
し
た
。

現
在
馬
の
相
場
は
低
迷
し
て
お
り
、

経
営
的
に
は
合
わ
な
い
が
、
酪
農
の
‐
中

に
も
、
も
っ
と
生
活
に
ゆ
と
り
を
持
っ

て
、
牛
と
は
ま
た
一
味
違
っ
た
馬
を
飼

養
さ
れ
る
の
も
「
ひ
と
つ
の
楽
し
み
」

斧。

と
し
て
今
後
、
馬
産
振
興
に
つ
な
が
っ

て
く
れ
れ
ば
、
と
横
川
会
長
は
語
っ
て

お
り
ま
し
た
。

各
祁
一
等
入
賞
馬

第
一
部
二
般
馬
二
才
）

桝
号
・
栄
高
出
品
者
・
衿
森
拓
栄

第
二
郎
（
一
般
馬
三
才
）

名
号
・
大
星
出
品
者
・
西
村
和
之

第
三
部
（
一
般
馬
四
才
）

名
号
・
辰
美
姫
出
品
觜
・
大
川
隆
夫

第
四
部
（
和
種
馬
）

將
号
・
箙
｜
川
姫
出
航
者
・
藤
田
誠
一

第
五
部
（
ポ
ニ
ー
）

名
号
・
小
鈴
川
品
者
・
真
祁
愈

〃

〆
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雰戸⑪￣

ファイト＆ﾄラ
マ
イ
ペ
ー
ス
を
基
本
に

t 

鰯
四当幌

筒井鈴子さん
圧（40歳）蚕

：昭和30年10月１５日、中標津町
Ｉで生まれる。

ｉ町内のクリーニング店に勤め
ｉながら、中標津高校(定時制）
；を卒業。１９歳て結婚。
ｉ現在､乳牛約100頭を飼養する
Ｉ酪農専業農家，

ｉ母、二男＝女、ご主人の７人
ｉ家族。

BOO●●●｡■■■■p●｡●｡■■■●ｃＣＧＧＧｄ■■■■■■凸｡●●白■■￣■二二▲~■

PC弓Ｎ

、
跡
１ｍ
》

例

匁

已
Ⅱ

閂

議

敷が

一△▼』

且

少
し
ず
つ
川
て
き
た
化
活
の
余
総
の

中
で
、
内
分
の
叶
間
を
楽
し
ん
で
い
き

た
い
し
一
話
す
筒
昨
さ
ん
。

川
年
は
女
性
部
史
郎
足
し
｜
し
て
、
へ
，

年
は
役
ロ
Ⅱ
（
〈
驍
聰
）
と
し
て
冊
跳
か
川

貯
さ
れ
ま
す

「
あ
ま
り
か
た
く
膠
ソ
え
ず
に
、
煎
楽
に

参
加
で
き
る
活
動
が
で
き
れ
ば
」
し
｜
、
午

後
の
女
性
部
渦
動
の
あ
り
〃
を
ｎ
分
な

り
に
琴
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
地
低
の
中
て
も
、
年
に
ｉ

二
Ｍ
は
集
ま
り
、
食
窮
や
ボ
ー
リ
ン
グ

を
し
た
り
し
て
、
交
流
を
絶
や
さ
ず
に

し
て
い
る
よ
う
「
ボ
ー
リ
ン
グ
か
好
き

だ
か
ら
、
会
を
作
っ
て
、
月
に
何
度
か

み
ん
な
で
ボ
ー
リ
ン
グ
が
で
き
た
ら
巻
Ｌ

と
笑
顛
で
話
し
ま
す
。

仕
熟
の
血
で
は
、
長
泌
の
辰
也
さ
ん

が
後
継
片
と
し
て
少
し
ず
つ
頑
張
っ
て

い
る
そ
う
で
、
「
何
か
と
心
強
い
か
な
」

と
話
す
鈴
Ｆ
さ
ん
。

へ
ｊ
後
の
筒
片
家
を
支
え
て
い
く
息
十

さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
自
分
Ⅲ

鰺
身
の
こ
れ
か
ら
に
も
、
た
く
さ
ん
の
夢

が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
そ
ん

な
中
で
人
ｉ
は
口
家
貯
菜
を
作
っ
た
り
、

牛
舎
周
り
の
環
境
整
備
を
夢
え
た
り
す

る
時
川
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

d尋Ⅱ

話
し
ま
す
。
へ
－
年
は
、
牛
介
刷
り
に
他

を
植
え
て
み
よ
う
し
｜
準
備
も
定
ｒ
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
．
ア
ド
バ
イ
ス
は
、

ご
脂
人
の
良
桃
さ
ん
に
よ
る
も
の
だ
と

か
。
ま
た
、
な
る
べ
く
幽
鍍
を
使
わ
な

い
よ
う
仁
と
心
が
け
て
い
る
野
菜
づ
く

り
に
も
、
〃
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

家
族
の
雌
康
と
ｎ
分
、
身
の
健
康
、

そ
し
て
仇
み
良
い
環
境
づ
く
り
な
ど
、

女
性
と
し
て
答
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
鱒
は
多
い
よ
う
で
す
が
、
い
つ

も
、
笑
顔
で
家
族
み
ん
左
を
父
え
て
い

く
鈴
卜
さ
ん
。

マ
ィ
ヘ
ー
ス
を
蕊
艀
本
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
は
り
き
る
筒
井
さ
ん
で
し
た
。

Ｆ｜■ 
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春
先
の
天
候
不
順
が
引
き
続
い
て
お

り
、
畑
作
物
や
草
の
成
育
が
遅
れ
て
い

ま
す
。｜
番
草
の
収
穫
も
卓
の
伸
び
を
待
っ

て
い
ま
し
た
が
、
刈
り
取
り
時
期
に
稲

り
天
候
の
定
ま
ら
な
い
中
、
収
極
作
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

北
海
道
に
は
梅
雨
が
無
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
エ
ゾ
梅
雨
と
い
う
言
葉

も
あ
り
、
根
室
地
方
は
今
そ
の
最
中
で

す
。先
日
札
幌
か
ら
の
空
路
で
、
エ
ゾ
悔

雨
を
も
た
ら
す
大
空
の
模
様
を
つ
ぶ
さ

に
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

札
幌
か
ら
十
勝
連
峰
を
越
え
る
ま
で

は
晴
天
で
す
が
、
十
勝
に
入
り
、
本
別
、

足
寄
を
過
ぎ
、
雌
阿
寒
岳
、
オ
ン
ネ
ト

ー
を
越
え
る
と
、
根
釧
大
地
を
一
両
の

雲
海
が
機
下
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
上
数
百
肘
の
所
で
一
一
、
一
一
．
百
㎡

の
層
雲
が
、
地
ｆ
で
は
エ
ゾ
梅
雨
を
間

た
ら
し
、
時
と
し
て
ガ
ス
降
り
に
な
り
、

雲
上
で
は
真
っ
青
な
世
界
を
作
る
と
い

う
両
極
端
に
、
明
暗
を
わ
け
て
い
ま
し

た
。 正
Ⅶ
梅
雨
に
よ
る
酪
農
家
の
苦
労

こ
の
原
倒
は
、
こ
の
時
期
に
北
海
道

に
下
が
っ
て
く
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気

雁
に
あ
り
ま
す
。
本
米
、
高
気
圧
は
好

犬
の
は
ず
で
す
が
、
冷
た
い
商
気
圧
は

太
平
洋
の
暖
か
い
空
気
を
冷
や
し
、
冷

や
さ
れ
た
空
気
は
水
蒸
気
と
な
っ
て
地

卜
数
百
肘
の
所
に
集
中
し
南
風
に
乗
（
“

て
、
摩
周
、
藻
琴
山
、
斜
里
冊
、
知
床

半
島
に
至
る
山
脈
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
滞

留
し
、
エ
ゾ
梅
雨
が
起
こ
る
様
で
す
。

エ
ゾ
梅
雨
の
時
期
に
時
と
し
て
晴
尺

に
恵
ま
れ
る
時
が
あ
り
ま
す
が
、
オ
ホ

、「 ●今月のたより……
伊颪

長日誌
代表理泰組合長

二錠饒行

１
ツ
ク
海
高
気
圧
の
中
心
が
、
南
卜
し

て
三
陸
沖
ま
で
ｒ
っ
た
時
で
す
。
こ
の

中
心
も
日
に
し
て
、
ｋ
す
る
こ
と
も

あ
り
常
を
寝
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
高
気
圧
は
冬
の
海
水
と
も

深
い
関
係
が
あ
り
、
特
に
溶
け
終
る
時

期
が
強
弱
を
左
右
し
、
そ
の
冷
た
い
空

気
が
冷
需
に
深
く
関
り
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
エ
ゾ
梅
雨
の
雲
海
に
向
か
っ
て

飛
行
機
は
高
度
を
ｒ
げ
、
着
陸
を
す
る

わ
け
で
す
が
、
機
中
か
ら
眺
め
る
風
景

は
さ
な
が
ら
、
流
氷
の
海
を
兄
て
い
る

蕊
ｒ_罰

収康すい力の’Y［ぱ－‐飼ので機も系的並宅大盾えな様
種とのま化効地な１１４章Ｉ鱒１１１$｝麺す｣〔変時をにこみ特候草でる影で
を砥ですと率のりの地の｜[Ⅱi迫の避代長、の人行不のしの轡し
念事、｡り．化地ま】M1利ilH格とＪ離しと年よ気抵の順刈たはをた
じ故鴬一えヒノＪせ畑ＩⅡ上は、〃史、共些’）膜の’|’なＩノ｡「｜及・
てと農平ら．、ん料」IiUげＬｌｌＩ、博個に旦効、事で時」(（然ぼ農

'1m熟|禰蕊灘
,』

霞’
'１薑｜
家
|譽

閏
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\＝：Iii：.､,i,;藍PTRjIi1:#1,鵜,f噸１日闇ri;議蝋'ド
縢ぞﾄ鱗鰄灘糠て鰡憲i輝
資い振牛の得付作ス度つ度度風率等標成

織騨轤蝿!ｉ
込す（Ⅱ『て」：つ’ノリlｊ、零つ決っ会十
にる殻場いｌ１ｆ利のい定ぃ瀧七
つ諜走1,1J'てjli業ＩＵｉ凡てにて案［」

瞳
厘
塗の
瞳
廻

第
六
回
理
事
会

し六JIIjL'二一五１Jリニ一卜｜｜‐｜
い、進、、、、、、ハギＬ、険、、企、い：へｌｌｌ１ｉｌｌｌｊＬｌｉｌｊ三｝|'｜：
て艮特二乳Ｌに′|：てしlを肉報宅ケ雫汚決脂１匹て受協機、｜、リ、に、
期別十響\L乳収'|鼻告配フ故染算摘戒精議器Ⅱj:ス給｜フっ農

:溌騨騨黙PiiJiL
iIT盤つつ朧つこて責っ火１心Ｓ十テ企
にＮｉいいにいｌＩＥぃ会に－１ムの
つ,侭ててって’'二保て髄つ迫の′）拠

β■＄ 

別|企|画 ニュー、Ｊ

`譲フェイス
エーコーノ瀧塵のたれ｢百口・中三ｊ

甘くてスバイシー

焼肉パーティーしませんか
焼隠は経済的で手蛭こてヨフ
ァニリー;(－テベーや野外'0s一ティ
ーほどに人気のｘニューです。「ニ
ーコーフ焼庭の止紅－１１ｌｂ字調味
料、茜色料保存講底ど債丙せず．
天然素材Ｅけを便L,、すぐ荊宅品貫
で．よりお求めやすい価桔で提供で
三るよう調発し霊した二日コは．異
臭原料をふんぢんI二使いEiL1言Ｄ
の江方にＥにんにくの盲りとズパノ
シーな香りが生きてＬきす。早茎'二
さらに、とろ昴分が多く肉に夕し
の膿､坊らみやすくなってＵまず＝

ろって、

ンファミリーレストラン

…
…
…
巖Ａコープ

サマロードリ 侭喧、

●皆で食べよう中標津の味●夏1夏1夏Iビールで乾杯
●生バンド付､今夜の食事は剛炉ぱたＡコープ〃

日時平成8年７月30tk)PM5時～９時
場所Ａコープ前駐車場(雨天延期）
※当日Ａコープリ)営業時間は午前９時30分－５時
までにさせていただきますも 今后

エーコーフ生わかめ

＝陣育ちのおいしさを

畝サラダやおきしみで
貢物鯉維･やミネラルガが豊富な厨

藻類。袴に．ﾆﾌﾞｺかめば芋軽に湾の

幸が腺わえら皀然言昂とＬて’気it！
高い涛蓮ご酉.。ｓエーコープ垂ゎか

め」は品位の高し,新詳な三陸産の

ｂかめをﾑ0％以下の貢農で住上げ．

自然の津壼のおいしさ冠ご家庭で買

畦できるよう鴬発しまし七。弾力性
があり．嵐こたえもよく、う壼蹄が

あるのが特徴。海藻サラダや刺身･

酢の物にも最適とす。また添加笏
は使用していません県

、
Ｉ

夕

グ



－すとす仁を〆′|ミ孔’'1にｆｌ：施て
｡、。が。夏弱時ン二巌成と影にしし奥｝'１
良乳、ちにいつ￣の性分敷響数かて場管
圃成牛よはこた発二のの〈をⅡしいの内
粗分孔つ夏とめ酵と低変エ及の、なエの
飼安４１：とのににとはドガルサぼ真柵いサ度
料定産し牛起熟い、ＵＬや食す奥度ノノ変は
のののたのは｜発う牛象体いこⅡがも更冷
給た安手飼し′'三特がが紬がとが高多や涼
いめ定|Ｈ１いまが殊箙兄数懇も．ｕいい薪で
にをを方す多な一らのかあいのよ熱、

約かか゜〈１１'ｊＹｌｊｌ増つ’）のもう対と
束けあ、化一まＩⅡたまほあで策Ｉ）
しるり暑'[ミルすな’)すかりすをた
まこま君ｆｌｌ１ｌｏど、｡牛、。ソ〔て

夏
場
の
乳
牛
飼
養
管
理

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

①はりの（-）な，ＣＢＡたが｜‐る
ジ乾ま特ルｆｉｉ１１ど、、、を、め粗服分反牛
↓草す性｜料のロ給遮確牧にiiil要なすの
牧↓゜にメ特注｜リ・度ｆノー単は１１;}で机う健
草と\しよン'''1當意ル’'１１なさののす飼を康
サう成り｜ﾉﾘをがは数艮せ収食・料維の
イも分分で‘脹必ほをさる權いを緋バ
レろの解ばか要ぐ」櫛に｜|ｻﾞ込食十口
｜こ安・総しでしや切期みわるメ
ジし定捲りたすてす断と！『ｔせたｌ
サのl聯し絵・給す綱をこめタ
イたがたｌｊ」』．る終端むにに
しめ典エ す刀やこはも
にＺｒ’ナる法すと、左

例9.、

l1illlilililliiiiillliiliiliiiIiLlIiillliiｉｉ 
すエ実（１１ノの④③②

た゜ネや食ｉ}l’し’'111粕壷配
だルｌＩＨい脂まで類ｈ合
しギ肪込飼し絵サヘ
、｜酸み＄!｝よ聯プ殺
しｆｉｉｌ力がのうすリヅiH
hlZ科ル低ＩＦ'｜･るメー
''1：もシいⅢかン
が効ウ｜|『、ト
感采ムIUlilii
ぃがなに谷
のあどはし
で､リの、て
慨ま，fri綿給

膠F為

、
〆

つ｜面１合て」Ｌ三%〔｜‐下地をはｌ'「千ｺ１状
て」|J’すお｜Ⅱ－Ｆ京ＪｎＷ倉下前而．三Ｉ）況､|Ｚ
おとるＩ）ｌ１Ｉ１倉｜Ⅲ笘渡迦イ12-1-ｌｒｉＬＪは成
l）ITr］．ま三V「渡Ｉ｝しっ比-11ＥｌＹＴ、七
まじｌ６－Ｔ．Ｉ［し＿二ｌｉ－Ｚて八円｜‐九パエＦ
す‐ンＩＪＬ１十二千｜[’千お二．九十日産
｡Ｔスな百円Ｔ＝ヘヒリ・ｌｉｉｌｌ］八末共
）し夕お五一九］訂］ｉｉｉｒＴま）しIiili￣’'１仮計
ｈｌ馬十ｌｉｉｊｌｌＴニイ|ミニす訂仁とへ配で’
1［千鈴円年Ｚ’二十°とよ前「ｉｉｉ分ん
Ｉはし一二ｌ‐１［千五ま削るｉｌ二年累粉
ｌ｣］、よと下血｜リ八｜りたｊｌ二進よ同計の
と｜ｉｉとな二｝ＩＩ－ｌＬｉｌ、同度’)」９１.販
な年競つ’．Ｉ、三三雄！|J］率リリー袋売

ノ
、
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表１乳成分低下の原因と飼料給与上の対策 ら
し
が
必
要
で
す
⑨
ま
た
、
多
給
し

過
ぎ
る
し
｜
ル
ー
メ
ン
に
鴇
を
及
ぼ
す

の
で
流
感
し
ま
し
．
】
ふ
う
。

三
暑
熱
対
策
の
励
行

乳脂

評
L蛋白率原因 対 策

低 繊維ｲ《足籾飼料の質と},{をチェックす鳥

低Ｉ､．エネルギーイノUム濃厚飼料の給与''１１数と}１tを恥やす低Ｉ､．エネルギー,Ｍ１低Ｉ､．エネルギー,Ｍ１

低「低ド乾物ｆ足低ド乾物ｆ足キューブ、パルプ蓉どを増給す氏

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
一
一
鳥
」
即デ■
’

０
５
０
５
０
 

５
２
 

７
】
５

十
＋

」
’

図１温度と飼料摂取量の関係

飼
料
慨
取
般
の
嗽
絨

ＤＣＢＡ 

放、」上、矯、、′「
牧蠕11111ｸﾞ気換窓舎
地擢のクの気をの
やを作ト流鰔す脇
ぺ銀外ワオＬやぺ哩
ド色にアを照てを
ソ鑓，没>つ」瓜外ド
ク装税の〈機すげ
です吸るをる
はる気・利に

１１１１１は
はし
必て
ず

可
二

Ｆ』

＿’ 

－１００10２０３０１Ｃ 
Ｍ皮、凪をザIIfiした｛j効IMM｣典(て）（ＮＲ(J」981）

Ｅ
、
庇
陰
林
や
防
博
ネ
ソ
ト
没
弼

Ｆ
、
水
飲
み
場
を
噸
や
す

Ｑ
↑
体
に
水
を
か
け
る

な
ど
の
特
対
策
が
必
典
と
な
り
ま
す
管

輿
場
の
乳
成
分
安
定
と
秋
以
降
の
馴

壯
低
ｒ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
こ
の
時
期

の
乳
牛
符
皿
の
改
棒
に
取
り
細
み
ま
し

・
天
、
７
円

毎国

よ｝ｋほが
第第鯆のき場ｗド

ト'１１＝｜:111［－根一′1冒取の次成
物期物ＪＵ１窄川歴り環の八
防lMノ父確な境述イド
疫八疫上庁Ｕ係ど籍リ度
所）｝所）１．１］に、備実極
釧七イ:し二森卜ご鮭、１ｔ施馬
路「１１１ＩＩＢ十’'’二協令ぴさ鈴

新ノ[』㈱’卜支＝Ｍﾉ1ノロノ」無にれし
|Ｅｕ暖久）ﾘﾃ「］疫幽願病病まよ
防）ﾘｉｌｊ力Ｕ(）ｆｌい極株す防
疫疫ま馬いの疫
1｣『Ｔ「十鈴もで検

。Ｌの、杏

種
馬
鈴
し
よ

防
疫
検
査
の
日
程

防

検
査
の

ププ

ザ

乳脂率 乳蛋白率 原因 対策

低ｉｆ 繊維ｲ《足 W[飼料の質と},{をチェックする

低Ｉｆ エネルギーーイノUム 磯厚飼料の給与:'『数と辻を｣Wやす
低Ｊｆ 低ド 乾物ｲ《足 キューブ、パルプ蓉どを増給す-る

表１乳成分低下の原因と飼料給与上の対誇



てカメ１ンざへさ
い１るこＰし'）農お「１
たドこれＯ、よ’肋礼頃
だをとにＳ八りｉｉｊＩｌＩよ
き新と伴を月一、しり
ましない嫁－１瀞桜上農
すいリ給勵、のケげ協
・力、、］欽嗣サ丘ま給
｜総力しよ’給すｉｌＩ１
ドｉｌｌｌｌまリビｉ１Ｉ１ｏ所
（このドす新ス所を
交際が。オ向でご
換に変ン｝とは利
さりＬ史ラを皆１１１
せ行さイめ様頂

新
カ
ー
ド
は
桜
ヶ
丘
給
油
所
に
て
保

符
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
ド
さ

い
ま
す
よ
う
、
徹
し
く
お
願
い
致
し
ま

、す□な
お
、
ご
不
明
な
点
か
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
了
数
で
も
各
給
油
所
へ
ご
照
会

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

，す。農
協
給
汕
所
前
伊
２
３
２
０
２

桜
ケ
、
給
油
所
Ｐ
２
ｌ
３
５
Ｏ
Ｏ

俶卑、

農
薬
事
故
は
散
価
中
に
マ
ス
ク
を
し

て
い
な
か
っ
た
り
、
皮
備
の
鱒
出
が
夢

い
な
ど
、
防
備
が
不
允
分
で
あ
る
た
め

Ｆ輯

に
苑
化
し
て
い
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。こ
れ
ら
の
事
故
は
ち
ょ
っ
と
し
た
注

趣
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

粥
枚
を
木
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
次
の

点
を
チ
ェ
ッ
ク
し
「
自
ら
の
安
全
」
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
防
護
装
備
を
し
ま
し
ょ
う

農
薬
を
安
全
に
散
布
す
る
た
め
に
は
、

マ
ス
ク
（
薬
剤
故
布
専
川
）
や
手
袋
な
ど

防
磯
符
を
済
Ⅲ
し
て
、
農
薬
が
仇
按
身
体

I）謎の
ま装診
す備断
の類を
で・は受つ
ご資けた
利材まと
１１１店しき
Fiiliiよば
さ；で、う、
い」ｌＸ。【１１〔
・扱なち
つおに

て、｜策
お防ｎｌｌｉ

①まよな体゜とに
〃もしうまい魁艮散時がjW1I
-しよＩこたさを時布間大北

$;γ:蝿鱗
鮪に浴エらをうをに

職;攪窪
か

fL4 
二

プ２



藷
、
昨
年
比
百
四
軒
し
｜
な
り
ま
し

係可

「一

戸■

上武佐の篠永栄さん宅盃おばあちゃんの

』
戸

ヨシさんが冑てたネギが立派に育ちました。

な
ど
で
お
Ⅱ
兇
え
す
る
の
で
は
…
。

侍
し
て
ま
す
。

｢二れからも研究しておいしいヰギをIとはりきるヨシさん

し
た
。
来
年
に
は
、
朝

時
期
や
貯
蔵
〃
法
を
考
え

６
研
究
を
し
て
、
収
權

ん
な
大
き
な
ネ
ギ
を
育
て

た
の
は
初
め
て
で
、
今
後

〈
‐
が
食
べ
頃
（
い
た
宏

て
い
き
た
い
と
話
し
て

盆
碩
〈
か
ら

は
じ
め
、

と
一
木
ネ
ギ
」
と
い
う
禰

類
の
も
の
で
、
昨
年
の
お

て
食
べ
た
所
、
甘
く
て

い

し

ヨ
シ
さ
ん
目
・
身
も
、

こ
の
ネ
ギ
は
「
ま
つ
も

い
ネ
ギ
で
し
た
）
⑥

，
’
１
 

冬
を
越
し
て
、

ハ
ウ
ス
で
育
て

期 市

些一

お碗 し、￣ 

〆'



一に（ゴさで大工卜）さＵＩくす降果
そ’'災温せ、低授ハーいしの収やILl：
のい度ま人温粉ウ、・いで穫着立
Ⅱたのし＿'二はがス人ノ点ま果て
の雄やよ授昆将やエロので作昨
朝化やう粉虫にト授ン点細業業
仁の低゜Ｉこの必ン粉づにかをも
|)Ｈ花目よ活要ネ〈ｆＷな迎終
花弁のつ動にルＩ）意作え’）
しを朝てがな栽をし業ま、
た除刀確鈍｜）塔め、かすllH
もき、戈’）までざ良連･も
の、そにますはし質続｜ﾙ｜な
￣雌の著す。、てでし花<
の花１１１１染の曇人「災ま以摘

トは（）し吟轆［１す収し（三）まく柱

雛獅i雛
紙艫&ｷﾋﾞ｣'1駅$鵡

程室

蒜果間隔､着果順位と果の形質(和歌'１１農iiI(；表１
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女性部
宿泊研修旅行楽しく､にぎやかなバス旅行

６月12曰～13Ｂに女'|'招ﾛ宿泊刑|多旅行を実施しま

しだ。合年は、夕張石崖の歴史何の散策を巨如とし

尼１泊２曰のバス旅行を計画。

部員20人が参加し、１２曰に元気|ご震協前を出発し

ましだ。片道約７９寺閏の長旅|こもめげず、夕張へ蘆
＜までバスの中は、終始(こぎや力でしだ。

夕張では､天気|ご空)患まれ石炭の歴史村や､メ□＞

域､｢幸福の黄色いハンカチ想い出ひろば」などを貝
学命)|「しくなる前の楽Ｕい急ぬき旅行とJiERlQましだ。

病室、

)みやげはアイスクリームﾌﾚｯｼｭﾐｾｽ日帰りＩｉｌ１修旅行

Ｓ円18曰に、女Ⅲ生部フレッシュミセス

の曰帰り研修旅行を実施いたしましだ。

釧路市内での自由行動を楽しみにま

ず厚岸町の｢ワl-l-ン市エーブあっけし」

へ立ち寄り、アイスクリームをい厄だき

ながら、楽しいお話しを筒く事かできま

しだ。

こちらでは、ＴＶなどでも話題のコン

/侭B囚、

天気力濤〈ちょっと残念､少人数でしたが楽しい１日となりました

フアィスを製造、販売しており参加の害さ/U|己あ

みやげにと、定くさ/Uのアイス狂買っていましだ。

その後、釧略市内へと向かい、そｲIそれシーツビシ
勺荘饗し'Uでおりまし膣。贈内で楽しいお話しを聞かせていただきました

グク



実習生元気に
酪農を学びました

●中標津農業高校

６月]5曰から６月24Ｂまで平成S

EE屋の委託実習の先陣を切って、牛

標津農業高校の生徒か、男子10人●
女子11人、計21人が生き左農業の勉
強をしに来ましだ｡

全員ケガもなど無事10Ｂ問の実習
を終えましだ。

ちょっと緊張気味の両校の生徒蓮

Ｆ刃

●兵庫県立氷上高校

６月27曰からフ目Ｓ曰まで毎年年

標津|こ太陽を運んできてくれる、左
のもしい氷上高校生。

今年も男子27人、女ヱフ人計３４
人か元気いっぱいで実習に来てくれ
ましだ、

美声､美酒に酔う 開陽酪対カラオケ大会

い⑤

要もたけなわ／楽しいひとと鳶

Ｓ目14曰、篇陽酪対支部カ

ラオケ大会が開陽舘で開催さ
れましだ。

曰頃の歌自'屡売、この時ば

かりと美声を聞かせてくれる
開陽支部の皆さ'Ｕｏ

Ｓ頃の仕事の凝れをマィワ

にだくして歌って飲八’で大ハ

ッスルしてい盃しだ。
その気仁なら従いで－

ﾌﾟフヅ



実習で学んだ仲間が交流
酪農実習生と農業後継者との交流会

酪農実習化受入協議会、農業後継苔結幡対策協議会二j三

催による実習4こと、農業後継昔の交流会が６)]2111,緑
ケ柾森林公園で１冊催されました。

この交流会はljを習｢'1の苦労をねぎらうと共に、実評生

同志はもとより農業後継精とも交流、親睦を深めてもら
おうと企両されたもので、′奥習化18人、受入農家と後継
蒋11人の29人が参川|しました。

：【111はあいにくの曇り鞭でしたが、パークゴルフやミ
ニバレーを楽しみ、＋i食では焼肉やお脈み＃こき隈さんを

囲んでの、楽しい１１」となりました。

をかしぺつフーズ㈱取締役会

第３１Ⅱl農協酷対役員会

第２Ｍ生産姿典会

第271n1ホルスタイン共進会

第１１m|営農委其会

中標津農業高校受入式

乳質向Ｌ推進委員会

第11,1乳'ﾄ梢費拡ﾉ(g特別委員会

固定資産監査

第１回答｣､購買委員会

第５回役員協議会

中標津農業高校終了式

１番牧草収量調脊

第６１ulIIjl事会

兵庫県立水上高校受入式

をかしくつフーズ㈱株主総会

５日

６１１ 

７日

nH 

l211 

1511 

1811 

19L1 

20I1 

2111 

211I 

24U 

261」

27｢’ 

2７１１ 

２８１１ 

俵=、

焼肉を囲んで笑顔が絶えない交流会

身のまわりの自然を
一枚の写真に託してみませんか編集後記

第１回｢農民写真展｣〔仮名〕
６月下旬から低淵続きでお日様も

機嫌が悪かった天気も、７月に入り

ようやく111]復傾向になって来たよう

です。また、各共進会や運動会も終

わ')、１番草の収穫が始まりました。

農協の職員人事異動に伴い、私こ

と新米の編集者にとっては、すべて

が初仕事であり、経験不足から皆様

にご迷惑をおかけすることが多々あ

ると思います。また、組合員の皆様

には今後、取材などいろいろご協力

をおI願いする事がありますので、ＩｌＩ

卒よろしくご協力の程おlluいいたし

ます．

鈩囹、

今や農業も[E|際化を迎え、凶内・外からコストの[iiiだ

けが｣時高らかに要求される『'１，－番大切な化活の場であ

る家族農業、また地域社会の大切さ、周りの１t]然のすば

らしさ、豊さなどなど私達の'１尺を過し、炉其で表現して

みようではあ'）ませんか。

第１回「農民写真展｣(仮名）応募方法

ｏ主樅写真趣,床の会戈行委虹会(小{１１，清信･(）し藩）

○テーマ…「'1111」

○締切り…９１]木'’○応募先…農協[ﾉ'広綴係まで

○作,',【１，…サービス１１にネガを添えてください。

○腿,八場,ﾘT…''１標ilkl11r文化会館

○期[｣…１１)11811～１１)12911

世滞り)女をlIIlわず、ふるってご参加｢さい。

※なお、写真コンテストではありません唇

●発行･中標津町農業協同組合●編集･経営企画課組織広報係‘23275●発行月日・平成８年７月１０日
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